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同世代の子どもがいて、と

直感したからです。私たち

考え、その見方をふりかえ

でしょっか。

さて、そこで東丘小学校

と、一部ではあるけどイラ

ながら毎日を過ごしている

としたことですぐカッとな

も気づかず、気づいたとし
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グな話からになります

が、1月 28日栃木県黒

磯市で中学
一年生が女

性教師をナイフで刺殺

した事件がありました。

悲しい事件であり、重

大なことだと思ってい

ます。 これは、私にも

ても他人ごとではないと

大人は、わが子について

る必要があるのではない

の子どもたちをみてみる

イラやムカツキをかかえ

ように思います。ちょっ

る子、ゴミが落ちていて

ても片づけようとしない

子、集合時刻になっても来ず、 「すいません」の気

持を素直にあらわせない子など、基本的な生活習慣

や社会的ルールが身についていない子どもたちも目

につきます。

しかし、多くの子どもたちは、学校や家庭社会の

いろいろなストレスをかかえながらもそれに負けま

いとして、けんめいに、けなげにがんばって生きて

います。

学校は本来、子どもも教師もいっしょに育ってい

く関係を結ぶところだと思います。いっしよに喜ん

だり悲しんだりしながら、共に育ちあう学校をつく

るために、私たち大人が子どもたちの現状や教育、

子育ての悩みなどについて率直に話し合えるように

なることが大切ではないでしょうか。

今こそ、子どもたち大人たちの連けいをさらに強

めていきながら、子どもを守るため、私たち大人に

課せられた責任と役割を大いに呆たしていきましょ

う。
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分館 ヨ1標

1.人権を尊重し、明るい町をつくりましょう。

2.教養を高め、心を豊かにしましょう。

3.力を合わせ、清潔で美しい町をつくりましょう。
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第29回 分育祭アタカルト
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運動会当日雲一つない秋晴れに恵まれ、多くの人々が参加してく

ださいました。特に地区対抗のプログラムでは、大変に盛り上が

り、この運動会が地区の団結の大きな役害」を担っているのだと強

く感じました。 体育委員長 梅 原 満 子
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お天気にめぐまれ、菊の香いっぱいの体育館での文化祭。
力作ばかりの作品をながめ、美味しいケーキをほおばり、
香り高いコーヒーでほっとして……素晴しい一日、充実し
た一日。スタッフの皆さん、ご苦労さまでした。

文教委員長 院 田 千 鶴子
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欲ばった秋の文化祭を視る

子どもたちの虜」風景 A

＜

献
血
風
景

＞
　
献
血
受
付
風
景

文
化
察
作
品
展
示
　
く

颯

轍

¨
舗
期
悌
姉
ド
嚇
強
幹
練
蜘
抗
切

”
た
。
折
角
始
め
た
サ
ー
ク
ル
で

”
す
の
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

¨
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

・
さ
い
。 酬

劉

芥
か

く

バ
レ
エ
の

一
コ
マ

”
時
事
川
柳
　
桑
田
砂
輝
守

V共同作業所バザー

珊州珊州剰Ｈ調那せの問
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羅:艶繋:撤ヱ密%***秋 から冬に向け

第12期生11名卒部 毎回違つた手法での葉

書き作りで、それぞれ

フレームに入れると、

インテリアとしても生

かされます。年賀】犬造

りにはひと味違った絵

手紙使りとなったこと

でしょう。

為

郎

名

上

庫

崎

亘

兵

宮

魯ン兎王程
・
露雅軍「クに動してタ

鞭

ず、育てることを楽し

もうと思いました。

私も、子どもと共に母
として育っています。

子どもには愛情をかけ

元気で人の痛みのわか

る大人に育ってくれれ

ばと願っています。

~ン ンン田碁1専慣大会に寄せて議ンン≡≡=
の部は今年は参加者が少なくもっともっと地域の子どもた

ちに将棋の楽しさ面白さを大いに啓蒙することも必要だな

と感じながらも参加して頂いたおこさん達は
一日を案しん

で頂きこれからも更にこのような大会や催物を通じて世代

間交流を図ることの大切さも実感したところです。

平成9年度■東‐丘 公 1民1分1館1事 業 報 告

岡‖司  内 田
一輝  駒 松

智彦  阿 部

熱戦5番勝負に参加者全員が真剣そのもので、昼食も忘れ

て打ち込む姿には観戦者の方々もつり込まれて話し声もな
い静寂そのもので勝負の厳しさを目のあたりに体験すると

同時に一石のあり方が将来展望を見越す奥の深さに人生の

求め方にも共通するものを感じました。子どもたちの将棋

区
平詩予1痴町留酵ダ1]暦養
″
1ヽ田 彦一 町L832-3406

毎年開催される公民分館主催の囲碁将棋大会には囲碁部内
で各々十四 ・五人の方々が出席され楽しい親善交流の一日を

満喫しておられます。このような 「楽しい集い」がわたした

ちの街でもっともっと発展させてはと東町会館を軸に同好会
の開催を計画してみましたが集まりが悪く残念ながら一時中

断の上むなきに至 りました。何とか再開して皆さんの親善の
一助になればと模索を致しております。同好の皆さまのご助

力をお願いする次第です。

元気に巣立って行った選手たち

第一回運営委員会 (予算総会)         *分 館室

講 座  料     理    参 洵27名    本 千豊公民館料理室
講 座  ボ ールベン字    参 畑29名    ネ 分館室

2 5 ロカち2回
2 8 [ 1 から8 1 ]

東 部 ブ E lック公民 分館協議会親 善 スボー ツ大会 ( 1 2 分館 )

☆ ミニ バ レー 3位 東 丘 か ら 参 加 1 6名    キ 室 中市 立 莞九 中学

社  会  見  学         参 旭 52名 (バス 1台 )

行 き先  近 )工金田」苑 (手お りの里)～ 彦根城  玄 目園 埋 もれ本の舎

人権学 習講座          参 加 4 1名    キ 東 町 会 館

ビデ オ視聴   「 よ し っ !僕 が や る ! J

議濠 「高齢者問題と人権』      直 海尚支氏

く共催 :人権協東丘地区委員会 東 丘小PTA〉

第二□運営委員会 (体育寮予算実 ブ ログラム案)ホ 分館室

東町盆おどり大会 【連協と共催〕分館はまと当てゲームとミニバザー

ネ東丘小

分館だより (N050号 )    発 行

公民分館協議会研究大会 (39分館 )東 丘か ら参畑 14名

*ア クア文化ホール
南郡 発表テーマ r百川公民分agの活動～養父町との交流を中心として～1高)分 館
東部 発表テーマ 1公民分館とボランティアど泉丘分館

秋講座 絵 手紙         参 畑32名    ホ 分館雲

秋講座 講 演 「子育て トークJ  参 畑21名    十 分館雲

第29回東丘地区市民体育察 【連協 岳種団体と共催〕
1 ?ブ ログラムの競技の他にピンヨゲーム  和 太鼓の演奏

参tll(選べ)2,986名く実行委員150名を含む)*東 丘′」ヽ

文  化  察                   本 東 丘 小

☆作品展示 ( 2 7 9名分4 3 0点 )☆ クラン ドヨルフ (参畑 1 0 5名 )

☆喫茶コーナー☆無人古本市  ☆ 献血 (受付6 8名 採 血5 5名)

☆舞台発表 (6演目)☆焼き者ば屋台☆バザー 【社協と共催】

第3□ 東丘地区簡保スポーツ大会 【東雲会と共催】
グランドコルフ大会      参 洵73名   キ 東丘小

世代間交流会 【社協と共催】12年 生児童とお年寄りとの伝承遊び *東 丘小

13日  |も ちつき大会 【社協と共催】グランド」ルフ まと当てゲーム   ネ 東丘小

囲暮将標大会 参畑 49名 (見学者も含む)    *東 丘小 ランチルー

ごみと環境問題講演会 【連協と共催】参加70名  *東 町会館

東部フ Elック公民分館協議会研究大会 (12分館 )

テーマ F市民体育察のもう方と課題について!意 見交換等   中 千里公民館

第二団運営委員会 (決算裕会)         キ 分毎室

分館だよ り (N051号 )発 行

【上記以外の活動】公民分館協議会 (39分館)市 社会福祉協議会 東 部フロック公民分館協
議会 (12分館)役 員会 体 育委員会 支 教委員会 広 報委員会 サ ークル活動とサークル
全大会体育察実行委員会 文 化察全体会 防 犯の夜警 三 団体倉J立記念合同実行委員会 等
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:餅勢朋竹1囲鋳麗鍬解番|の開盤鶉構irr
◆ 編 物 教 室 フラフーアレンジメント

創1主3e周 1年|を1部にしてユ 分館長 吉 田 昭

1998年10月25日 (日)に 、校区社協 (創立 20周年)・ 防犯

東丘 (創立20周年)・ 公民分館 (創立 30周年)と地域の三団

体が記念すべき節目を迎える年となりました。 一 回に20年

30年と言いますがその足跡には地域を愛した方々の努力の積

み重ねが今日を迎えたのかと思うとき先輩諸氏への感謝の念

が万感胸に込み挙げるものを感ぜずにはいられません。

去る2月 14日東町会館にて連絡協議会との共催で身近な

ゴミの処理と生活環境について、豊中市 ・伊丹市クリーンラ

ンド管理課の池田一夫さんが 「創意と工夫によるごみ減量と

環境問題について」と題してビデオ視聴と講演をして頂き、

身|の1配笠|か|ら1環境1聞題1番1蕃|え:る1集益1!

この記念すべき年を三団体と地域の要である連協とが
一致

協力して地域の皆さんにお伝えすると同時に、これから先も

地域全体のものとして発展に寄与して行かねばならないと思

います。皆さんのご理解とご協力を哀′亡ヽより期待致しまして

四団体による (東丘ふれまちフェア)の 成功と地域の 「和」

が広がることを祈念します。

内 容 : 初 夏へむけての帽子づくり

講 師  : 原 田 智 永子 先 生

実施回数  : 4回

定  員  : 20名

期 聞  :  1 9 9 8年 5月 1 1日 (月)～ 6月 1日 (月)

(毎月曜日の 10時 ～ 12時 )

石 . 場  : 東 丘公民分館室

内 容  : 春 の花で素敵なアレンジ

講 師  : 砂 押 桂 子 先 生

実施回数  : 6回

定  員  : 25名

期  間  :  1998年 5月 2日 (土)～ 6月 6日 (土)

(毎土曜日の 10時 ～ 12時 )

場  : 東 丘公民分館室

続いて豊中市生活環境部の川崎健次さんに 「とよなか市民環

境会議と豊中アジェンダ21」 について説明を受け、市民の

積極的な参加の呼びかけも行われ、環境問題がいかに生活す

る上で大切に受けとめるべきかを教わりました。

▲編ΨttΨttΨ記▲

早や今年度も終りに近づいて来ました。分館だよりも51号

となり回数を重ねるだけでは単なるお知らせに過ぎず進歩の

なさに何か啓家活動や宣伝活動に
一工夫をと思いますが思う

にまかせないのが実態です。地域では、社協の福祉活動や防

犯では地域安全活動と毎挙にいとまがない程に忙 しく活動を

して居られます。当分館も地域の発信基地として地域の社会

学習教育の一翼を担つて皆さんの色々な講座や体験実施を通

じて頑張っていますが、皆さんの更なるご指導とご投稿を期

待致します。
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110番 通報が万一不能なとき直接豊中署へ通報して下さい。

署  849-1234

所 849-1234(内 線 219)

所  849-1234(内 線 410)
- 866-3000

校  872-0552

校 8 7 2 - 0 3 3 1

園 8 7 2 - 0 8 5 6


